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血清ヘプシジン-25 値の中央値は 49.8（0.6-269）ng/mL であり、健
常人の参考値と比較して約 9 倍高かった。ヘモグロビンレベルは低ヘ
プシジン-25 群に比較して、高ヘプシジン-25 群で有意に低かった。フ
ェリチンや IL-6 と異なり、血清ヘプシジン-25 は有意なヘモグロビン
の関連因子として抽出された。累積死亡率は、低ヘプシジン -25 群と
比較して、高ヘプシジン-25 群にて有意に高かった（高ヘプシジン-25
群：56.0% vs 低ヘプシジン-25 群：24.0%; P=0.0222）。高ヘプシジン
-25 は死亡に対して約 4 倍高いリスク因子であった（ハザード比［ 95％
信頼区間］：3.66［1.12-16.4］）。死亡例は 20 例であり、その中の死因













プシジン-25 値が生命予後不良に関連していると考えられる。  
【結論】 
血清ヘプシジン-25 値は貧血合併非ホジキンリンパ腫患者において
上昇しており、高ヘプシジン -25 レベルを有する患者群では、より進
行した貧血と、より悪い生命予後を有していた。  
